
高知県医師会医学雑誌投稿規定 

〈2024年 2月改正〉太字・下線は今回改正 

１． 投稿原稿の著者は，原則として高知県医師会会員および会員の属する医療機関の関係者に限り，原則と

して 1 人 1 編とする。 

２． 投稿原稿は，下記に準ずる内容が望ましい。 

1）日常経験した症例(めずらしい症例，診断に苦慮した症例，他科の先生方にも知ってもらいたい症例，

ありふれた疾患であるが貴重な体験をした症例など)。 

2）医学会，研究会，講習会等で発表，講演したもの。 

3）ある疾患に対する自分の見解，統計。 

4）ある疾患に対する自分の思い出，エピソード(医学エッセー)。 

5）本誌に掲載された論文に対する感想(コレスポンデンス) ，追加報告。 

6）他紙に掲載されたもの，または，投稿中のものはご遠慮ください。 

３． 投稿原稿は 1 頁 400 字とし，図・表・写真を入れ総説 25 枚，原著 20 枚，症例報告 15 枚程度とする。 

４． 外国語は，手書きの場合は活字体で記入する。 

５． 数字は算用数字を用い，度量衡の単位は，kg，g，mg，mg/dL，dL，L，mL，cm，mm，℃，％等を用い

る。各記号の後に点(．)はつけない。 

６． 図・表・写真の枚数は原則として 15 枚以内とする。図・表・写真の挿入箇所は，原稿の欄外に明記す

ること。表の説明については表の上部に，図の説明については図の下部に記述すること。パワーポイン

ト使用可。 

７． 投稿原稿の様式は，1 枚目に表題(英文併記)，著者名(全員の英文併記，共同執筆者は 5，6 人程度まで

が望ましい) ，所属および連絡先を明記する。2 枚目に「要旨」(400 字程度)と「キーワード」(5 語以

内)を記載し，本文は 3 枚目から記述する。本文の構成は可能なかぎり「はじめに」，「対象および方

法」,「成績あるいは結果」,「考察あるいは考按」，「結語あるいはまとめ(省略可)」の項目に分けて記

述する。謝辞を書く場合は「文献」の前におく。症例報告の場合は「対象および方法」の項目は記載せ

ず、「はじめに」に続けて「症例」として病歴から記述する。英文要旨は，各自作成すること。ただし

作成困難な場合は編集委員会で用意するので添付不要。(外国語論文の場合は各自要旨を添付すること) 

８． 文献は下記の要領で記載し,本文中に付した引用番号順に配列する。 

1） 雑誌については，引用番号)著者名：題名．雑誌名，西暦年号，巻：初頁-終頁．の順に記載する。著

者名は 1 名までとし，それ以上は「，他」，または，「et al」とする。ただし，2 名の著者の場合は，2

名の名前を記載。雑誌名の略称は Index Medicus や医学中央雑誌を参考にする。 

(1) 北条慶一：再発生大腸癌の病態と治療．外科，1990，52：1008-1013． 

(2) 平岩厚郎，安立あゆみ：両側性非対称性帯状疱疹.西日皮膚，1997，59：1-2． 

(3) 岡本慎一郎，他：非血縁者間骨髄移植の現状と成績.臨床血液，1995，36：524-528． 

(4) Sharif HS : Role of MR imaging in the management of spinal infections. AJR，1992，158 : 

1333-1345． 

(5) Jakob P et al：Natural history and significance of esophageal squamous cell dysplasia．  

Cancer，1990，65 : 2731-2739． 

2） 書籍については，引用番号)執筆者名:書名．(巻) ，(版) ，出版社名，西暦年号，p 初頁-終頁． ある

いは，引用番号)執筆者名：編集名，書名．(巻) ，(版) ，出版社名，西暦年号，p 初頁-終頁．の順に

記す。( )内は必要があるときのみ記載する。 

(6) 佐野量造:胃疾患の臨床病理．医学書院，1974，p131． 



(7) 大森泰，他：吉田操，他編，食道表在癌-画像診断と病理．医学書院，1993，p58-69． 

(8) Eisenberg RL：Gastrointestinal Radiology-A Pattern Approach，2nd ed，JB Lippincott Co，

1990，p509-510． 

(9) MaCormic WF：Pathology of vascular malformation of the brain．In Wilson CB(ed)，William

＆Wilkins，1984，P44-63. 

９． 論文の内容について、利益相反（ＣＯＩ）の有無を文献の前に明記すること。また、利益相反のある場

合は、関係した企業・団体名と具体的内容も明記すること。 

10． 掲載は無料とする。 

11. 別冊は実費負担とする(ただし,50 部までは無料)。 

12. 投稿原稿の採否，掲載順位，印刷方法，体裁は編集委員会で決定する。 

13． 掲載された論文等の著作権は、高知県医師会医学雑誌編集委員会に帰属する。ただし、著作者は著作権

が高知県医師会医学雑誌編集委員会に帰属する著作物を自ら利用することができる。 

14． 投稿原稿は原則専門医による査読を行う。 

15. 著者校正は大幅な文章の削除・挿入はできない。 

16. 投稿原稿は 3 部(2 部はコピーで可)を高知県医師会内編集委員会あてに書留またはレターパック等で郵

送すること。なお，CD・USB メモリーなど，電子媒体を添付すること。 

また，e-mail(jokma@kochi.med.or.jp まで)でも受け付ける。 

     原則として掲載後の原稿は返却しない。返却を希望する場合は，原稿頭初に明記すること。 

17. 投稿規定は改正することがある。 

 
〔投稿論文「かなづかい」についてのお願い〕 

代名詞，副詞，接続詞などは，「ひらがな」で記述されるよう望みます。 

 或 い は→あ る い は      即   ち→す な わ ち    又    →ま        た 

 何   れ→い  ず   れ     其   の→そ       の    全   く→ま っ  た く 

 所   謂→い わ ゆ る     為    →た       め    寧   ろ→む   し   ろ 

於 け る→お  け   る     唯    →た       だ    無   論→む   ろ   ん 

及   び→お  よ   び     就 い て→つ  い   て    勿   論→も ち  ろ ん 

拘   る→か か わ る     出 来 る→で  き   る    以 っ て→も   っ   て 

且    →か    つ     所 ， 処→と  こ   ろ    易   い→や   す   い 

極 め て→き わ め て     乃   至→な  い   し    様   な→よ   う   な 

こゝ，やゝ→ここ ，やや     尚    →な     お    依   る→よ        る 

事    →こ       と     並 び に→な ら び に    亘   り→わ   た   り 

此   の→こ       の     乍   ら→な  が   ら    我 ， 吾→われ（わが） 

之    →こ       れ     等    →な ど ， ら    我   々→わ れ  わ れ 

如   く→ご  と   く     甚   だ→は な は だ    年   令→年        齢 

更   に→さ  ら   に     殆 ん ど→ほ と ん ど    １ ヵ 月→１   か   月 

然し，併し→し  か   し     略    →ほ       ぼ    １   才→１        歳 

屡   々→し ば し ば     先   ず→ま       ず 

 

mailto:jokma@kochi.med.or.jp

